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完
成
後
の
管
理
費
、

台
風
や
大
雨
に
よ
る
災
害
後

の
財
源
の
対
応
は
。

　
　
　

道
路
除
草
、
街
灯
の

電
気
代
な
ど
で
７
０
０
万
円

程
度
想
定
し
て
い
る
。ま
た
、

自
然
災
害
の
復
旧
に
は
国
庫

負
担
法
に
基
づ
く
負
担
金
、

補
助
金
と
災
害
復
旧
債
を
財

源
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
島
原
港
ま
で
利
用
で

き
る
よ
う
す
べ
き
と
思
う

が
。

　
　
　

島
原
市
に
お
い
て
も

水
無
川
鉄
橋
手
前
ま
で
計
画

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

高校生の通学定期代
補助ができないか

黒 岩 英 雄 議員 
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員
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自
転
車
活
用
推
進
法

を
お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　
　
　

災
害
時
の
交
通

機
能
の
維
持
、
国
民
の
健
康

増
進
な
ど
有
効
活
用
を
図

る
。
我
が
市
に
お
い
て
は
、

廃
線
敷
の
自
転
車
歩
行
者
専

用
道
路
の
整
備
を
併
せ
て
計

画
し
て
い
る
状
況
。

　
　
　
奨
学
金
制
度
は
あ
る

程
度
整
備
さ
れ
て
き
た
と
思

う
が
、
保
護
者
と
し
て
は
通

学
用
の
定
期
代
が
高
い
の
で

市
で
補
助
が
で
き
な
い
か
要

望
が
あ
る
が
。

　
　
　
　
　

定
期
代
に
直
接

補
助
は
し
て
い
な
い
が
、
奨

学
金
も
定
期
代
に
も
使
用
で

き
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
一
世
帯
か
ら
双
子
や

複
数
の
子
ど
も
が
通
学
す
る

と
な
る
と
保
護
者
に
と
っ
て

は
生
活
が
大
変
厳
し
い
と
言

わ
れ
て
い
る
が
。

　
　
　

奨
学
資
金
は
複
数
の

子
ど
も
が
そ
れ
ぞ
れ
で
借
り

る
こ
と
が
で
き
、
負
担
を
軽

減
で
き
る
。
卒
業
後
、
地
元

に
残
れ
ば
償
還
金
の
３
分
の
２

を
補
助
す
る
制
度
も
あ
る
。

　
　
　
双
子
や
三
つ
子
を
安

心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
南

島
原
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
る
。

　
　
　
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ

１
期
生
４
人
の
像
の
設
置
状

況
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　
　

今
の
と
こ
ろ
、
制
作

者
の
人
選
、
制
作
に
必
要
な

資
料
の
収
集
や
本
市
と
関
係

す
る
方
へ
の
依
頼
な
ど
具
体

的
な
検
討
を
行
い
、
設
置
に

向
け
取
組
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
交
流
人
口
に
つ
い
て

の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　

原
城
跡
、
日
野
江
城

跡
、
現
在
進
め
て
い
る
世
界

遺
産
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
マ

リ
ア
像
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
顕

彰
像
な
ど
を
含
め
た
周
遊

コ
ー
ス
を
確
立
し
、
文
化
観

光
の
推
進
を
考
え
て
い
る
。
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５
月
２
日
現
在
、
廃

止
の
布
津
給
食
セ
ン
タ
ー
の

地
主
側
か
ら
土
地
を
売
り
た

い
の
で
現
状
の
ま
ま
で
返
還

を
打
診
。
６
月
16
日
行
政
は

了
承
、賃
貸
借
契
約
を
解
約
。

支
払
っ
た
地
代
は
日
割
計
算

で
手
続
き
済
。
６
月
17
日
地

主
は
食
肉
加
工
等
の
業
者
に

売
却
。
松
本
市
長
は
、
再
度

こ
の
土
地
を
新
地
権
者
と
貸

借
契
約
（
無
料
）
を
結
ん
だ
。

説
明
を
求
め
る
。

　
　
　

今
の
件
に
つ
い
て
は

担
当
に
詳
し
く
さ
せ
る
。

　
　
　
市
長
が
契
約
し
て
い 髙 木 和 惠 議員 

高
校
生
の
定
期
代
に
つ
い
て

市
の
交
流
人
口
に
つ
い
て

市
民
の
声

議
員

議
員

る
。市
長
は
知
ら
な
い
の
か
。

　
　
　

手
順
を
踏
ん
で
決
裁

段
階
ま
で
来
た
の
で
決
裁
を

し
た
。

　
　
　
６
月
16
日
建
物
と
備

品
は
現
状
の
ま
ま
渡
す
の
で

し
ょ
う
。
解
体
費
が
不
要
と

な
る
為
に
。
再
び
返
し
た
土

地
を
、
新
地
主
か
ら
借
り
た

の
は
何
故
か
。
を
聞
い
て
い

る
。

　
　
　

そ
れ
は
折
々
の
段
階

で
決
裁
を
し
て
い
る
。
私
に

来
た
ら
良
し
と
判
断
を
し
た

段
階
で
決
裁
を
し
て
、
最
終

的
に
手
続
き
す
べ
き
、
妥
当

だ
と
思
っ
て
行
っ
た
。

　
　
　
わ
か
っ
た
。
市
長
は

最
終
的
に
決
裁
が
回
っ
て
き

た
の
に
は
、
常
に
決
裁
さ
れ

る
の
だ
と
認
識
し
た
。
最
後

に
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
。
本
市
に
は
公
有
財
産

を
無
償
で
や
れ
る
先
は
、
公

共
施
設
。
備
品
等
の
処
分
に

つ
い
て
は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

行
う
。
条
例
を
よ
く
読
ん
で

ほ
し
い
。

　
　
　
市
長
選
に
出
る
こ
と

を
表
明
し
た
後
の
市
民
か
ら

の
声
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

　
　
　

自
転
車
歩
行
者
専
用

道
路
に
つい
て
、
市
民
か
ら
多

く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
　
　
私
へ
の
市
民
の
声
を

少
し
だ
け
紹
介
す
る
。

①
西
有
家
の
商
店
街
の
一
方

　
通
行
の
解
除
に
ぜ
ひ
協
力

　
を
。

②
私
に
も
同
様
に
自
転
車
道

　
線
の
問
題
点
の
声
。

③
後
期
高
齢
者
交
通
助
成
金
、

　
タ
ク
シ
ー
券
の
増
額
、
支

　
給
年
齢
の
引
き
下
げ
の
検

　
討
。

④
市
内
の
深
江
〜
加
津
佐
間

　
の
直
行
バ
ス
運
行
。
駅
の

　
跡
を
バ
ス
停
に
。
料
金
は

　
長
崎
市
内
の
電
車
料
金
並
。

　
南
島
原
市
民
の
交
流
を
目

　
的
と
す
る
。
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建
設
部
長

教
育
次
長

現状では奨学
金制度の活用をお願い
したい。

市長

西有家庁舎前の交差
点の信号は撤去。
何故か。

理由は聞いて
いないが撤去は事実。

教
育
長

公
有
財
産
の
無
償
譲
渡

に
つ
い
て

自
転
車
歩
行
者
専
用
道

路
に
つ
い
て

天
正
遣
欧
少
年
使
節
顕

彰
の
像
に
つ
い
て

副市長

（県）感染者への生活支援

（市）濃厚接触者への生活支援

令和３年度12世帯、41セット

令和４年度16世帯、36セット

 ※引き続き支援する。

コロナ感染者への生活支援の状況


